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議員全員協議会会議録 

１ 開会日  平成２５年５月１７日   午後 １時３０分 開会 

              午後 ３時００分 閉会 

２ 場 所 第１委員会室 

３ 出席議員 渡辺順子  奥津勝子   二宮加寿子  三澤龍夫 

片野哲生  竹内恵美子  鈴木京子   高橋英俊 

関 威國  坂田よう子  清水弘子 

４ 説明員 町側出席者 

中﨑町長  栗原副町長  依田教育長   

和田参事(危機管理対策担当)  池田危機管理対策副室長 

小林主任主事 

二挺木政策総務部長  加藤財政課長  曽根田財政係長 

大槻総務課長  常松副課長兼公共施設係長 

二挺木建設経済部長  荒巻都市計画課長   

小瀬村副技幹兼都市計画係長  

相田町民福祉部長  佐野スポーツ健康課長 

山口副課長兼スポーツ推進係長  吉田健康増進係長 

 

５ 職務のため

出席した職員 

 局  長 飯田 隆 

 書  記 増尾克治 

６ 協議等の事項 

（１）議会報告会について 

（２）市町村アカデミー主催の研修参加について 

（３）その他 

７ その他 

   一般傍聴 なし 
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（１）町長あいさつ 

   次の４件について、お知らせを受けた。 

①平成 25 年度卓話集会の開催について 

平成 25 年度卓話集会を「新たな観光の核づくりと旧吉田茂邸の再建に

向けて」をテーマとし、５月 16 日から６月 15 日にかけて、４日間・５つ

の地区で開催する。今後、他の地区も順次開催していく。 

②町ぐるみ美化キャンペーンの実施について 

５月 26 日(土)に「町ぐるみ美化キャンペーン」を町内全域で実施する

ので、協力いただきたい。 

③家庭用消火器、住宅用火災警報器の普及啓発活動及び普及状況調査につい

て 

６月から９月にかけて「家庭用消火器、住宅用火災警報器の普及啓発活

動及び普及状況調査」を実施する。消防職員が各家庭を訪問して聴き取り

調査を行う形を取るので、周知等もご協力いただきたい。 

④第７回神奈川県ユニカール大会について 

６月９日(日)に国府小学校体育館において、第７回神奈川県ユニカール

大会を開催する。先日、タウンニュースにおいて 2013 イタリア女子体操

競技国際競技会で河崎真理菜さんが輝かしい成績をおさめられており、町

ではスポーツ表彰など、今後もスポーツ・レクリエーション活動の推進を

図っていく。 

⑤その他 

監査委員事務局が本日付で住民監査請求を受理したこと、平成 25 年度

関東町村会の海外研修に中﨑町長が派遣されることとなり、研修期間は７

月７日から 14 日まで、不在の間の職務代理者は副町長が務める旨の報告

があった。 

 ◎主な質疑 

問： 「家庭用消火器、住宅用火災警報器の普及啓発活動及び普及状況

調査」について、以前、緊急雇用の補助金を使用して同様の調査をし

たと思うが、今回調査することになった経緯は。 

    答： 緊急雇用の際は、消火栓、街頭消火器にいたずらがあったので、

ボディや消火栓の中身を確認する事業を２年間、国の 100％補助で行

った。今回の調査は、住宅用の火災警報器の設置状況を調査するも

の、また行政評価を受け街頭消火器の在り方を検討すべく、家庭用

消火器の普及状況を調査するものである。 

    問： 消防職員が調査するとのことだが、その対象軒数は。 

    答： １万 2,500 軒を本署と分署で分けて調査する予定。 
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問： 「新たな観光の核づくりと旧吉田茂邸の再建に向けて」をテーマ

に卓話集会を行うとのことだが、旧吉田茂邸再建の検討委員会での

内容等を踏まえて、回を重ねるごとにバージョンアップした卓話集

会となるのか。 

答： 旧吉田茂邸の再建はどうなっているのかと問い合わせを受けてい

る。24 地区を回り、再建に向けた御提案や御意見等をいただく狙い

もある。検討委員会での結論が出る前に、24 地区を一巡できる。特

に検討委員会の進捗状況と卓話集会との関係は考えていない。 

 

（２）町報告事項 

①西小磯寄附緑地の倒木に伴う損害賠償について 

４月６日の夜から７日の大雨・強風があり、西小磯の町管理の緑地内の 

クヌギの木が倒れ、被害者宅のフェンス及び建物(倉庫)の壁を破損したこと

により、損害賠償が発生した。その額を定めることは本来は議決案件だが、

被害者に対し早急に賠償を実施するため、専決処分を行ったというもの。６

月定例会初日に報告議案として提出されるため、質疑はなかった。 

 

②平成 25 年度総合防災訓練に向けた取組みについて 

８月 18 日(日)と 25 日(日)に、大磯地区と国府地区でそれぞれ防災訓練 

を実施する。また、６月から７月にかけて防災ミーティングを３回開催、６

月 22 日(土)には防災講演会を行うとの報告があった。 

◎主な質疑 

問： 防災講演会は２時間の予定であり、質疑応答の時間をなるべく取 

って欲しいが。 

 答： 予定では、90 分を講演、残りの時間を質疑応答にまわせるよう講師

の方と調整している。  

 

③平成 25 年度一般会計補正予算について 

町側から内容の説明があり、６月定例会初日に議案として提出されるた

め、質疑はなかった。 

 

④大人の風しん緊急対策（予防接種）について 

風しんの流行に対し４月 16 日に神奈川県が「風しん非常事態宣言」を出

し、町は医師会の先生方と調整し、５月１日から二宮町と共同で予防接種費

用の一部助成を開始することになった。 

実施期間は平成 26 年３月 31 日まで、対象者は大磯町・二宮町に住民登録

のある妊娠を予定・希望している女性及び、妊娠している女性の夫とする。

接種場所は中郡医師会の協力医療機関。医療機関により接種費用に差はある

が、ＭＲ(麻しん風しん混合)ワクチンは５千円、風しん単体ワクチンは３千

円を助成する。周知方法は町ＨＰ、町広報６月号に掲載のほか、母子健康手
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帳交付時や妊娠早期者に電話にて勧奨する。接種対象者数は 360 人を想定、

県から３分の１の補助を受けて実施する。 

 ◎主な質疑 

問： 予防接種を受ける前に、自分に免疫があるのか否かを調べるにはど 

うしたらいいのか。 

答： 抗体検査がある。今回は緊急のことで、風しんにかかった記憶の有

無に関わらず予防接種をしても大きな危険はないという判断のもと、

かかった自覚のない方は接種を勧奨している。 

 

問： 自宅から近い等の理由で、二宮町の医療機関で接種できるのか。 

答： 今回は大磯町と二宮町と中郡医師会の共同契約の形を取っている。 

  どちらの町で接種しても構わない旨を通知している。 

問：５月１日から始めているとのことだが、現在の状況はどのようか。 

答：実際の接種件数は把握していないが、問い合わせは多数来ている。 

問： 医療機関によって接種費用に差があるとのことだが、中郡医師会の 

協力医療機関の中でもこの差があるのか。 

答： 全部で21の医療機関があるが、例えばＭＲワクチンにおいては7,500

円～１万円という差がある。 

 

（３）各委員会等の行事報告・予定について 

  「各委員会等の行事報告・行事予定」の配布により説明は省略。 

 

（４）報告事項 

   ①委員長等からの報告 

    ○5/17 議会運営委員会の概要・・・ 高橋(英)委員長 

○4/30 総務建設常任委員会協議会の概要・・・高橋(英)副委員長 

○5/13 議会だより編集委員会の概要・・・鈴木委員長 

   ②農業委員からの報告・・・片野委員、関委員 

③監査委員からの報告・・・三澤委員 

④4/23 県町村議会議長会・役員会・・・渡辺議長 

⑤4/25・26 JIAM 市町村議会議員研修・・・高橋(英)議員 

 

（５）協議事項 

   ①議会報告会について 

     ５月 13 日の打合せで資料の訂正等を行い、前回の町側からの回答をセ

ットし完成した資料をもとに最終確認を行った。 

   ②市町村アカデミー主催の研修参加について 

     議員がすべて揃っていないこと、締切日がまだ先であることを踏まえ、

後日あらためて協議することとなった。 
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（６）事務局からの報告 

   ①視察来庁について 

     ７月 17 日に新潟県北蒲原郡聖籠町議会が議会改革について、７月 23

日に栃木県下都賀郡壬生町議会が自治基本条例の制定経過・議会改革・

議会広報について視察するために来庁する。 

 

（７）その他 

   ①公務員の給与削減に関する資料の配付 

国家公務員の給与削減に伴い、地方公共団体における公務員の給与等に

ついても自主的に取り組んでほしいというような依頼文書が１月 28 日に

総務大臣から町長と議長宛に届いた。 

町は職員給与の削減を自主的に進めていく予定。 

   ②その他 

    ・次回の議員全員協議会は、６月 14 日(金)午後１時 30 分からの予定 

 


